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変更届・願 
 

下記のとおり、海外派遣計画を変更したいので（ 届け出いたします ・ 承認願います ）。 

 

記 
 

 

1. 変更内容：  

変更前： 

 

変更後： 

 

 
 

 

2. 変更理由： 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）① 変更内容には、申請書から変更のある箇所（和文・英文）を全て記載してください。 

② 変更理由は具体的に記入してください。 

③ 派遣先機関、受入研究者、派遣期間に変更が生じる場合は、変更後の受入研究者からの承諾を得た上で、その旨 

記載された承諾書原本を併せて提出してください。 

     ④ 派遣期間を変更する場合は「変更届」、その他の項目を変更する場合は「変更願」で提出してください。 
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【留意事項】 

・研究課題名、研究計画、派遣先機関、受入研究者等を変更することは、原則として認められません。本プログ

ラムは、海外における大学等研究機関において、３か月～１年間研究に専念する者に対し支援することを目的

としています。本会はこの趣旨を踏まえて、申請時の研究計画、派遣先等を審査して採用の選考を行っていま

す。従って、本プログラムの全ての採用者は、申請書に記載された研究計画を派遣先機関において受入研究者

の元で遂行することが、本プログラムの前提となります。 

・ただし、研究遂行上、真にやむを得ない理由により受入研究機関、受入研究者等を変更する必要が生じた場合

は、必ず事前に本会に連絡し、本「変更届・願」を提出して承認を得てください。本会の事前の承認なしに、

これらを変更することはできません。本会の承認を得ずに無断で派遣計画を変更した場合には、経費は支給し

ません。また、支給済の経費についても返納要求を行います。 

・「変更願」については、本会としてその内容が上述の趣旨に照らして認められるかどうかを確認します。従って

承認手続には、通常１～２週間程度を要しますので、時間に余裕を持って本会への事前連絡を行ってください。

また、原則として、本会からの承認の通知が到着したことを以て正式な承認となりますので、通知の受け取り

までの日数も考慮し、書類提出を行ってください。 

 

なお、各種変更について、以下の点にご留意願います。 

 

●派遣先機関・受入研究者（変更願） 

・派遣先機関、受入研究者の変更は、真にやむを得ない理由がある場合に限り認めることがあります。 

・派遣開始後に派遣先機関を変更する場合は、派遣期間を派遣先機関変更日から派遣終了日までとして明記して

ください。またその際、派遣期間が必ず９０日以上になるよう調整してください。 

・派遣先機関の変更に伴い住居等を変更する場合は、速やかに「住居及び緊急連絡先届（変更）」（様式 4）を提出

してください。提出の遅れによる一切の不利益について本会は関知しません。 

 

●派遣期間（変更届） 

・派遣開始後に派遣期間が変更となる場合は、「変更届」（様式 10）を提出してください。また、このとき派遣先

機関での滞在日数が９０日以上になるようにしてください。 

・派遣開始前に派遣期間を変更する場合は、「海外派遣計画書」（様式 3）に変更後の派遣期間を記載してくださ

い。様式 3提出後に変更する場合も、同様式を再提出することにより変更してください。 

・派遣開始後に申請書記載の期間より延長して滞在することは、研究遂行上やむを得ない場合可能ですが、延長に

伴う滞在費の追加支給はありません。報告書には、当初申請していた派遣期間内に従事した研究内容について報

告してください。 

・付加用務を希望する場合は、本様式ではなく「付加用務申請理由書」（様式11）を用いて申請してください。 

 

その他の事項についても変更する必要が生じた場合は、個別に対応しますので、速やかに本会へ連絡してくだ

さい。 


